
 

  

 

    「ささえあい｣創刊号によせ 
病院長 鈴 木   忠 

立春を迎えたとはいえ、寒さ厳しい日々の続くなか皆様方におかれましてはご健康により

一層ご留意され健やかに過ごされますことを願います。 

当院は地域の要望と先達のはたらきにより産声を上げて５０数余年地域の多くの方々のご

支援により 42床の病院から６００余の職員が働く３９５床の病院に成長してまいりました。 

さて、地域医療において喫緊の課題は、長年の厚労省の誤った判断と施策により地域医

療の中心的担い手である公的病院が存続の危機に瀕していることです。その根幹は自治体

の財政悪化に加え病院勤務医不足にあります。 

当院においても耳鼻咽喉科などの診療科では入院治療のできない状況で、皆様にはご不便をおかけしており

ます。現在、脳卒中、心筋梗塞、小児周産期などの救急医療にたいしては最後の砦として近隣の医療機関と

連携し診療体制を維持しておりますが、それも各医師の過重労働の違法状態の上で成り立っているのが実情で

あります。銚子市民病院閉院の事例もあります。医師が病院を去ってからでは手遅れです。日本各地で、誰に

も等しく診療機会を保証できない状態となってきていることにより世界に誇る国民皆保険制度も綻び始めており

ます。国はいままでの「医師不足はない」との見解を急に撤回し医学部定員増を打ち出しましたが、その効果が

でるのは10年先です。限られた医療資源を当地域で枯渇させないためには多少の不便・不自由もよしとする文

化の醸成が求められます。そのためには利用者の皆様と医療提供者である病院が互いに病院医療の実情を理

解しあい、よきパートナーとなること「ささえあい」が必要です。当院は理念である「患者本位の医療」の実践にさ

らにつとめてまいりますが、これは病院職員の立場も尊重される環境にあってこそ実現できることであります。地

域の皆様の要望に応えられていないことも多々あります。今後、診療科の問題も含めより充実をめざし、将来に

つながる病院として改革に取り組んでいきます。「ささえあい」をとおして病院の実情と種々の取り組みを紹介し、

また皆様から頂いた責重なご意見も掲載し、「ささえあい」が題名にふさわしい相互理解の情報語となることを願

っております。 

発刊にあたって 

看護部長 五十嵐 克 子 

新春の候、皆様におかれましてはますますご健勝の事とお慶び申し上げます。 

日頃より当院の病院事業および活動に対しご理解とご協力を賜り誠にありがとうございま

す。 

職員一同、心より感謝申し上げます。 

このたび、地域の皆さんに向けた情報語「ささえあい」を発刊することになりました。医療

情勢の厳しさが増す中、安心・安全な医療の提供、医療の質向上と効率化が求められておりますが当院の活

動状況や各部門の取り組み、各医療機関との機能分担と連携、医療制度改革などに関連した情報などを発信

することで皆様が安心して生活できるよう「情報公開」の一翼を担うのが「ささえあい」です。皆様にも主体的に参

加して頂くことで、ご利用者の方々の立場に立った地域医療体制の確保、医療・福祉サービスの充実に繋がる

と考えています。 

「ささえあい」が皆様の健康増進に寄与する情報語に発展することを期待して、地域の課題や住民のニーズに

向き合い協同して取り組んで参りたいと思います。皆様のご意見を心よりお待ちしています。 

病院の理念   「患者本位の医療」 

基本方針 
患者さまの意思を尊重し、 

信頼される医療を提供します。 

地域中核病院として、 

高度な医療と救急医療の充実に努めます。 

急性期病院として関係機関と連携し、 

地域医療の充実を目指します。 
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